
大仙市立中仙小学校 学校報

令和２年度 第２６号

令和２年７月８日

学校教育目標 ゆめにむかって えがおいっぱい みんなでチャレンジ

＜中仙小学校をご覧いただきました＞

学校訪問（南教育事務所仙北出張所から２名のお客様）
昨日、教育事務所から加藤出張所長と和田副主幹の二名の先生が、本校を訪問してください

ました。訪問の主な目的は、学校経営の聞き取りと

子どもたちの学習の様子の参観です。お二人の先生

からは、次のお話を頂戴しました。

・子どもたちが意欲をもって学びに向かっている。

・授業に安定感があり、安心して参観できた。

・子どもたちを鍛える取組が見られ、「話す、聞く、書

く」などが伸びてきている。

子どもたちも先生方もがんばっていることをご覧

に入れることができて、とてもうれしく思います。

明日、参観日です！ 今年度はじめての授業参観となります。（４月は、授業参

観が中止）ご多用の折とは存じますが、ぜひお出でくださり、お子さんの成長をご覧ください。

日程は次の通りです。 授業参観：午後１時５０分から 学年懇談：午後２時５０分から

駐車については、いつも通りです。ご協力をお願いいたします。

植物、ぐんぐん成長！
この学校報で何度か紹介している、教室窓下の１年生

のアサガオ、２年生のミニトマトです。アサガオは先週

からポツリポツリと花が開き始めました。可憐な姿で子

どもたちを楽しませてくれています。ツルもかなり成長

し、支柱に抱きついても足りな

いくらいです。一方ミニトマト

は黄色い花がどの株でも咲き誇

っています。すでに小さな実が

つき、観

察する子

どもたち

をワクワ

クさせて

います。

星に願いを・・七夕まつり
職員玄関前に、笹竹と短冊を準備し

ました。子どもたちが自由に「願いご
と」を書き、吊り下げています。メル
ヘンチックなもの、現実的なもの、心
が温かくなるもの等、さまざまな「願
いごと」が、カラフルな短冊と共に風
に揺れています。その中からいくつか
紹介します。
◇おおきくなりたいです。
◇コロナウィルス

がおさまります
ように。

◇世界一楽しい学
校にして、みん
なに元気をわた
したいです。

５０周年記念事業スタート 今週金曜日から来週にかけて、記念事業のビデオ

撮影、写真撮影が始まります。体調を崩さぬよう、ご配慮をお願いします。ノー、欠席で！

１０日(金) ４～６年ビデオ撮影 １３日(月) １～３年ビデオ撮影

１４日(火) 全校写真、学級写真撮影 １６日(木) 全校航空写真撮影



その１４

このコーナーは、本校のこれま

での半世紀をたどり、次の時代に

向けてエールを送るものです。

昭和４６年１０月に完成予定の二期工事。残る体育館の工事契約、建築はどのように進めら

れたのでしょうか。本校の体育館は当時の小学校の体育館としては、けっこう大きいと思いま

す。それでも、統合時の全校児童数からするといっぱいだったのかもしれません。
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このことから、完成の時期が前倒しされ、新学期スタートが新校舎で始まることがわかりま

した。また、体育館について、「２階控室」とあったことから、さっそく体育館へ行ってみると。

今は、学習発表会用の用具置き場になっていました。

昭和４０年代は、それまでの木造校舎が鉄筋造りに建て替えられた時期でもあります。そし

て、平成２０年前後には、耐震工事が多くの学校で行われました。

中仙小体育館契約へ

工事費三千百九十四万円
中仙町臨時議会は、７月３０日、３１日の両日にわたって開かれ、中仙小学校屋内体育

館新築請負工事契約締結についての議案とこれに伴う予算補正について議案２件が審議さ

れ、可決しました。

審議に先立ち、当局より議案提出理由について、「当初の計画が三か年計画で、４７年の

２学期からでないと実質統合できない予定であったが、補助の見通しがつき、４７年新学

期から実質統合できるようここに提案した。」と説明されました。契約については、三業者

から見積書をとった結果、町の予定価格に合った㈱佐々木組と随意契約を結ぶことにした

もので、議会の議決をお願いしたいと説明がありました。

契約の内容は請負代金三千百九十四万円、着工が昭和４６年８月２日で昭和４７年２月

２９日に完成することになっています。

新築される体育館は、現在工事中である第二期工事（特別教室、管理棟）のすぐ西側に

建設され、建築面積は２階控室や地下室も含めて一千九平方㍍（三百五坪）の鉄骨造りの

近代的体育館ができることになります。

設備は放送設備のほか、火災の場合すぐ分かるように火災報知設備をつけて万全を期し、

また、バスケットボールコート一面、バレーボールコート２面とることができ、それに高

鉄棒や低鉄棒などの器具も設備されることになってます。

３月までには、わんぱく坊主がいくらあばれてもびくともしない大きくて立派な体育館

が完成することになります。

今年度中にスクールバス２台（４５人乗り）を購入する計画で、鶯野、鑓見内地区の児

童は新校舎への通学はスクールバスで登下校することになります。

補正された額は三千六百九十二万円で、その内容は体育館建設にかかるものです。


